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高付加価値産業としての航空機産業

航空機産業
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我が国の航空産業の歴史、今後

• 航空機産業全体で国内生産額は1.8兆円に増加。2030年には3兆円を超えると期待。
• これまで主に機体やエンジンの国際共同開発に参加することで成長してきた。
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米軍機の修理
で再開

初の国産旅客機YS-11
開発するも頓挫

ライセンス国産を中心に技術習得
国産機登場（C-1輸送機、F-1戦闘機）

F-2戦闘機
防衛予算緊縮

国際共同開発による成長
（機体：B767、B777等、

エンジン：V2500、GE90等）

YS11
1964～1973

防衛装備移転三原
則を受けた新展開

B787による
成長加速
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ジェット旅客機の運航機材構成予測

100-119席

400席以上

120-169席

170-229席

230-309席

310-399席実 績 予 測

既存機

新造機

328JET,ERJ135/145,CRJ200

737-600/700/800

A220-100
EMB175E2/190E2/195E2, MRJ90/70, 

CRJ700/900/1000

737MAX-7/-8

A319neo/A320neo

737MAX-9/-10
A321neo

727-200,737-300/400

A318, A319, A320DC8,707

DC10,MD11
L1011,A300

BAC111,DC9,F28/F70/F100 60-99席

20-59席

A380
747

A220-300

MD80/MD90

機数

23,904 

40,301 

12,687 

世界の民間航空機市場の動向
• 世界の民間航空機市場は、年率約5％で増加（旅客需要）
• 今後20年間の市場規模は、約3.5万機・5～6兆ドル程度となる見通し。
• 最も旅客需要が伸びるのはアジア太平洋地域。
• 最も機体需要が多いのはナローボディ（B737、A320）。
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• 短距離路線用の小型航空機（YS-11以来約50年ぶりの国際旅客機）。

• 2019年3月には国交省が当局としての飛行試験を開始。スペースジェットM90（旧
MRJ90）の開発は最終局面。

• 2019年6月、最新の市場動向を踏まえ、北米向けの新しい派生型（M100）を発表す
るとともに、シリーズ名称を「MRJ」から「スペースジェット」に変更。

• 2020年半ばに全日空へスペースジェットM90の初号機納入を予定。

三菱スペースジェット（旧名称：ＭＲＪ）

会社(国)[契約時期] 機数(うちオプション)

全日空(日)[2010年6月] 25 (10)

トランス・ステーツ・ホールディングス(米)[2010年12月] 100 (50)

スカイ・ウエスト航空(米)[2012年12月] 200 (100)

エア・マンダレイ(ミャンマー)[2014年7月] 10 (4)

日本航空(日)[2015年1月] 32

エアロリース(米)[2016年8月] 20 (10)

ロックトン(スウェーデン)[2016年7月基本合意] 20 (10)

合計 407(184)

＜航続距離＞約3,770km

＜これまでの受注＞

出典：三菱航空機
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B767 （250席）
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国際共同開発について

機体

エンジン

参加比率：23％

（A320）V2500

参加比率：9～10％

（B777）
Trent800/ GE90

参加比率：15％

（B787）
Trent1000/GenX

（A320neo）
PW1100GJM

参加比率：10.5％

（B777X）GE9X（CRJ等）
CF34-8/CF34-10
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ANA-トヨタ紡織と共同開発（シート）
ANAのB767-300機の運航を開始。

ジャムコ
ボーイング、エアバス向け内装品

ナブテスコ
MRJ、B777X向け飛行制御

装備品分野における市場開拓
• 装備品は、航空機の価値構成のうち４割程度を占める重要分野。
• 日本の高い技術力を活かし、さらなる参入の拡大に期待。

エンジン24%

機体34%装備品40%

航空機の価値構成 各社の取組例

住友精密工業
MRJ、ボンバルディア向け脚システム

多摩川精機
ボーイング向けシステム機器
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海外企業との関係強化
 ボーイングとの間で、将来航空機に必要な技術について日本企業との協力を加速中。同社と経産省の間で覚

書を締結、電動化・次世代複合材等に関して日本企業とのマッチングや共同技術開発を支援。

 仏政府との間では、エアバス及びサフラン（装備品(機能部品・システム等))の大手Tier１）と日本企業の協
力促進のための覚書を締結。装備品の新規参入を目指し、マッチングや共同技術開発を支援。

 エアバス社
• ２０１７年３月、経済産業省と仏航空総局は、日本企業とエアバス社のビジネス拡大を目指し、協力覚書に署名。
• ２０１９年９月、日本企業とエアバス社の第４回ワークショップを開催。

 サフラン社
• ２０１９年６月、経済産業省と仏航空総局は、日本企業とサフラン社のビジネス拡大を目指し、協力覚書に署名。
• ２０１９年９月、日本企業とサフラン社の第１回ワークショップを開催。

 ボーイング社
• ２０１９年１月、経済産業省とボーイング社は「電動化」「低コスト高レートな複合材」「製造自動化」に
おける協力強化に合意。

• ２０１９年７月、複合材・電動航空機関連技術ワークショップを開催（日本企業約２０社約８０人が参加）

電動航空機関連技術
ワークショップの様子(2019.7)

経済産業省とボーイングの
協力強化合意の様子(2019.1)
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経済産業省としての技術開発支援
次世代電動航空機に関する技術開発事業（2019～2023）

エネルギー・環境分野の中⻑期的課題解決に資する新技術先導研究プログラム

 7.0億円（2019年度） → 15.0億（2020年概算要求額）

 著しい軽量化と高い安全性・信頼性を両立する電動化コア技術
（バッテリー・モータ・インバータ等）と次世代電動推進システム技術に関する研究開発支援

 2019年度はGSユアサ（バッテリー）、AIST/九州大学（超電導モータ）が実施

 最大1億円/2年間の事業・FS的位置づけ

 CO2排出削減に向け、既存技術の延⻑では不⼗分で⾰新的な技術開発への支援

 2019年度は多摩川精機（常伝導モータ）、シンフォニア（常伝導モータ）、東レ（複合材）が実施中

ステップアップ

８

次世代複合材に関する技術開発事業（2020～2024）
 18.5億（2020年概算要求額）

 ①機体軽量化と伸びる航空需要に対応可能な生産性を両立しうる新たな複合材料を用いた構造材料開発
②エンジン高温部材用途として期待される耐熱性に優れ、軽量なセラミック複合材の設計～製造プロセスの開発支援



CO2 emission target (ICAO)

 ICAO(国際民間航空機関）は、「2050年に2005年比でCO2半減」と目標。

 電動化技術など新規技術が必須。

①現行技術延長の改善
②効率的な運航
③インフラ改善による削減

①バイオジェット燃料

②電動化等の
新技術による削減

電動化の背景
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航空機の電動化に必要な電動推進技術
 「CO2削減」という社会的要請から、いわゆる空飛ぶクルマから大型旅客機まで、世界
で航空機の電動推進技術の開発競争が激化。

 特にバッテリーは電動推進の“コア技術”。航空機用の「軽量」かつ「高エネルギー密度」
を実現する技術が必要。自動車で培った日本企業の電動化技術を活かすチャンス。

容量が大きいLi2次電池の現行製品で、
200Wh/kgのエネルギー密度。

2030年代以降のハイブリッド電動航空機では
350Wh/kg-500Wh/kg水準が必要

出典：Boeing社 10



Current Japanese supplier trend

 Japanese SMEs business model has shifted gradually, but not so fast.

New comers
Some of the cluster are in this situation

・Not certified JISQ9100

・Majority is machining. Casting and Forging are rare.
・Special process companies are not so many, but NADCAP holder are increasing.
・Sub Assemblies companies are also few.

SMEs
+ 600 JISQ9100 Holders

Tier2 Business
Very few SMEs
Component 
Manufactures
(not necessary for  
development)

Tier3 Business
Almost all SMEs
Build to parts and 
sub- assemblies manufactures
・Certified JISQ9100

New comers

Future

Tier1 Business
Very few SMEs

Structure

Engine

Equipment

Big companies Big companies

SMEs Group
(Cluster)

Very rare case 
M&A/ establishing JV

Traditional

SMEs

SMEs
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海外大手と取引中である先進的な中小企業
AeroEdge株式会社（栃木県足利市）

▶自動車や建機、印刷関係等の歯車部品を製造する
菊地歯車（株）の子会社。
▶海外エアショーへの出展を契機に、大手の仏エンジン
メーカーSafran Aircraft Enginesとの長期供給契約
を締結。

（活用施策例）
 外部専門家を活用した非破壊検査人材育成（経産省）
 チタンアルミAM技術開発・３Dプリンター導入（サポイン補助金）
 量産体制の確立、工作機械導入（日本政策投資銀行等による出資）

同社のチタンアルミ製低圧タービンブレードが搭載される新型航空機エンジン「LEAP」
(出所： SAFRAN AIRCRAFT ENGINES)

創業：2015年 ／ 資本金：7,900万円 ／ 従業員数：132名

▶半導体や自動車向け特殊銅合金の開発、製造を手掛ける
金属材料メーカー。国内中小企業が航空機素材（銅合金）
の開発、製造に取り組む稀有な事例。
▶国内外エアショーへの出展を契機に、大手の仏Safran

Landing Systems社、独LIEBHERR社にランディングギア
用の軸受用銅合金の直接納入契約を締結。

（活用施策例）
 スムーズな事業承継の実現（東京中小企業投資育成(株)による出資）
 連続鋳造に関する装置導入（中企庁「ものづくり補助金」）
 工場内をカイゼン（中小機構「専門家派遣事業」）
 ポルトガル支店等にて海外企業との協議を担当する外国人を登用
（自治体国際化協会「JETプログラム」）

大和合金株式会社（東京都板橋区）

ランディングギア

軸受用銅合金

創業：1941年 ／ 資本金：4,500万円 ／ 従業員数：36名
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